
通
信
か
が
や
き 

み
な
と
か
が
や
き 

港
区
議
会
活
動
リ
ポ
ー
ト 

 

謹
ん
で
新
春
の
お
慶
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ご
挨
拶
が

遅
れ
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
私
た
ち
「
み
な
と
か

が
や
き
」
は
、
こ
の
二
月
で
結

成
一
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
間
、
設
立
趣
旨
で
あ
る

「
夢
と
か
が
や
き
の
あ
る
港

区
」
「
区
民
の
責
任
に
基
づ
く

自
立
し
た
区
政
」
「
地
方
の
独

自
性
を
発
揮
す
る
新
し
い
流

れ
」
を
実
現
す
べ
く
、
港
区
政

に
お
い
て
努
力
し
て
参
り
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ら
を
実
現

さ
せ
る
た
め
の
最
重
要
課
題

を
抜
本
的
な
行
政
改
革
と
位

置
づ
け
、
「
官
は
民
の
補
完
的

役
割
に
徹
す
る
」
「
社
会
的･

経
済
的
弱
者
を
社
会
全
体
で

支
え
る
た
め
の
公
正
な
税
配

分
を
行
な
う
」
「
結
果
平
等
を

求
め
る
の
で
は
な
く
機
会
平

等
を
保
障
す
る
」
「
無
駄
な
歳

出
は
削
減
し
効
率
性
を
追
求

す
る
」
と
い
う
行
政
改
革
実

現
の
た
め
の
四
原
則
を
示
し

ま
し
た
。 

 

こ
の
一
年
、
四
回
の
定
例
議

会
を
は
じ
め
と
し
て
、
各
議

員
の
所
属
委
員
会
等
に
お
い

て
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
よ
う
な

設
立
趣
旨
・
行
政
改
革
実
現

の
四
原
則
に
立
脚
し
て
、
主

張
や
意
見
を
述
べ
て
参
り
ま

し
た
。 

 

た
と
え
ば
、
幼
稚
園
を
統
廃

合
し
、
豊
か
で
効
率
的
な
教

育
環
境
を
つ
く
る
提
案
や
、

一
部
の
方
の
既
得
権
に
つ
な

が
る
区
に
よ
る
直
接
的
住
宅

供
給
を
見
直
す
べ
き
と
い
う

主
張
は
、
歩
み
は
緩
や
か
で

す
が
理
解
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
一
方
で
、
空
地
な

ど
を
森
や
原
っ
ぱ
に
し
て
「
緑

豊
か
で
ゆ
と
り
あ
る
ま
ち
を

つ
く
ろ
う
」
と
い
う
提
案
も
し

て
い
ま
す
。 

 

本
年
も
、
こ
れ
ら
の
提
案
や

主
張
を
続
け
、
実
現
さ
せ
る

べ
く
努
力
し
て
参
り
ま
す
。 

真
の
行
政
改
革
を 

目
指
し
て 

 

私
た
ち
は
、
行
政
の
本
来
的

な
役
割
は
民
間
（
住
民
・
企

業
）
の
補
完
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
は
右
肩
上
が
り
の
経

済
成
長
を
背
景
に
、
民
間
と

競
合
し
な
が
ら
事
業
を
拡
大

し
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
行

政
が
国
民
に
関
与
す
る
割
合

が
増
大
し
、
大
き
な
権
限
を

持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。 

 

「
み
な
と
か
が
や
き
」
は
、
こ

れ
ま
で
の
行
政
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
行
政
の
役
割
を
縮

小
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
区

民
の
責
任
に
基
づ
く
自
由
で

自
立
し
た
港
区
を
創
造
し
て

い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。 

港
区
の
理
想
の 

か
た
ち
を
示
す 

 

そ
こ
で
、
本
年
は
、
す
べ
て
の

行
政
事
業
の
再
検
証
を
行
な

い
、
み
な
と
か
が
や
き
独
自
の

事
業
改
革
案
を
と
り
ま
と
め

ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
の
理

想
と
す
る
港
区
の
か
た
ち
の

具
体
像
を
、
区
民
の
み
な
さ

ま
の
前
に
提
示
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
そ
の
際
に
は
、
行
政

改
革
の
成
果
を
区
民
に
還
元

で
き
る
し
く
み
づ
く
り
、
例

え
ば
区
民
税
の
軽
減
を
も
っ

て
還
元
で
き
る
よ
う
な
し
く

み
を
提
案
し
て
い
く
つ
も
り

で
す
。 

 

現
在
、
国
や
地
方
で
叫
ば
れ

て
い
る
行
政
改
革
は
、
行
政

の
無
駄
を
排
す
る
こ
と
、
赤

字
財
政
の
解
消
、
時
代
の
変

化
に
伴
う
行
政
構
造
の
変
革

が
そ
の
目
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
重
要
な
視
点
で
あ
る

こ
と
は
論
を
待
ち
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
た
ち
が
主
張
す

る
行
政
改
革
は
、
住
民
と
行

政
の
関
係
そ
の
も
の
を
見
直

し
て
い
く
こ
と
が
最
大
の
眼

目
で
あ
り
ま
す
。
行
政
の
役

割
を
縮
小
さ
せ
、
住
民
の
行

政
依
存
度
を
低
く
し
、
区
民

の
責
任
に
基
づ
く
自
立
し
た

区
政
を
目
指
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
本
来
的
に
行
政

の
行
な
う
べ
き
で
な
い
事
業

を
廃
止
し
、
一
部
の
利
用
者

へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
関
わ
る
事

業
の
受
益
者
負
担
原
則
を
徹

底
す
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の

論
理
的
帰
結
と
し
て
、
住
民

の
税
等
の
公
的
負
担
率
は
低

減
す
る
の
で
あ
り
ま
す
。 

  

本
年
も
、
「
み
な
と
か
が
や

き
」
に
対
す
る
ご
指
導･
ご
支

援
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

  

  

私
た
ち
「
み
な
と
か
が
や

き
」
は
、
港
区
議
会
の
議
員
定

数
を
削
減
す
べ
き
と
の
強
い

主
張
を
し
て
参
り
ま
し
た
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
前
号
の

通
信
か
が
や
き
（
一
面
）
に
て

詳
し
く
ご
報
告
申
し
上
げ
ま

し
た
通
り
、
議
員
数
を
少
な

く
す
る
こ
と
に
よ
り
、
一
部

の
地
域
や
団
体
だ
け
で
な
く
、

広
範
な
有
権
者
に
支
持
を
受

け
た
よ
り
高
い
資
質
を
備
え

た
議
員
を
選
出
で
き
る
政
治

環
境
づ
く
り
、
ま
た
、
行
政
の

役
割
の
縮
小
に
伴
っ
た
ス
リ

ム
で
充
実
し
た
議
会
を
目
指

す
こ
と
を
あ
げ
て
い
ま
す
。 

 

地
方
議
員
の
定
数
は
地
方

自
治
法
で
上
限
が
定
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
が
、
地
方
議
会

が
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に

よ
り
、
そ
の
範
囲
内
で
独
自

の
議
員
数
を
定
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

 

こ
の
規
定
の
中
で
私
た
ち
の

主
張
を
具
現
化
す
る
た
め
、

議
員
定
数
の
削
減
に
賛
同
す

る
議
員
（
会
派
）
の
方
々
と
議

論
を
続
け
て
参
り
ま
し
た
。

特
に
、
削
減
後
の
議
員
数
に

関
し
て
は
、
私
た
ち
は
六
名

減
の
三
十
名
を
主
張
し
て
い

ま
し
た
が
、
三
十
五
名
、
三

十
四
名
を
主
張
す
る
会
派
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
結
果
、
ま
ず
定
数
削
減

を
実
現
さ
せ
よ
う
と
の
思
い

で
歩
み
寄
り
、
次
回
法
定
数

よ
り
二
名
減
の
「
新
議
員
定

数
＝
三
十
四
名
」
の
議
員
定

数
条
例
案
を
議
員
二
十
九
名

の
提
案
に
よ
り
、
去
る
十
一

月
の
港
区
議
会
第
四
回
定
例

会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
際
、
重
要
な
条
例
案
で

あ
る
と
い
う
認
識
で
一
致
し
、

第
四
回
定
例
会
終
了
後
も
、

議
会
運
営
委
員
会
で
慎
重
か

つ
十
分
な
審
議
を
行
な
う
こ

と
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
議
員
削
減

条
例
案
の
成
立
に
向
け
、
最

大
限
の
努
力
を
続
け
て
参
り

ま
す
。 

真
の
行
政
改
革
の
目
的
は 

「
区
民
の
責
任
に
基
づ
く
自
立
し
た
区
政
」
の
実
現 

み
な
と
か
が
や
き
は
改
革
の
た
め
の
積
極
的
提
案
を
行
な
い
ま
す
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みなとかがやき所属議員 
幹事長  林 健司（36） 

1962（昭和 37）年 1 月 7 日生 
建設常任委員 
自治権拡充対策特別委員 
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1970（昭和 45）年 1 月 16 日生 
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「みなとかがやき」とは？ 
みなとかがやきは、港区議会の議会内会派であり、選

挙管理委員会に届出た政治団体でもあります。昨年２

月に結成し、当選一期の区議会議員３名で活動してい

ます。行政改革の実現を最重要課題と捉えており、そ

の実現を目指しています。 

1997 年（平成 9年）第 4回定例会・代表質問で 
みなとかがやきが取り上げた主なテーマ 

少子化対策の視点から幼稚園と保育園の機能を一元化すべき 

Q 保護者が子どもを預けるという観点からは、保育園と幼稚園に大きな違

いはない。また、ハコもの行政からソフト重視の行政への移行という観点

からも保育園と幼稚園の機能を統合させ効率化を図るべき。 

A こどもをめぐる環境の変化の中で、教育行政と保育行政との連携が求

められており、教育施設を児童福祉施設に転用することは望ましい。新

たな施設需要が求められる際も教育施設の転用も含め、財政効果を考

慮した計画となるよう努める。 

港区基本構想の見直しが必要 

Q 区民生活が多様化し大きな変化が生じている中で、平成２年策定の港

区基本構想を時代の変化にあわせ見直すべき。 

A 基本構想を改定する考えはないが、基本計画の改定にあたり、社会経

済情勢に的確に対応する。 

教科教室型学校運営は有効な手段 

Q 六本木中学校に採用が予定される教科教室型学校運営を採用している

福島県の岩江中学校を視察し、一斉画一の学習指導体制や校則による

集団統合教育の改革の必要性を痛感した。その手段として、生徒の自

由と責任が重視される教科教室型の採用は有効。六本木中学校以外の

導入予定は。 

A 他の中学校への導入は、今後施設・設備の条件が整っている学校にお

いて、教職員による検討、保護者の理解を前提に取り組んでいきたい。 

港
区
議
会
の
議
員
定
数
の
削
減
に
向
け
て 

議
員
定
数
を
三
十
六
名
か
ら
三
十
四
名
に
す
る 

条
例
改
正
を
議
員
提
案
（
十
一
月
議
会
）



地球温暖化京都会議 

に関する意見書を提出 

港区議会が地球環境問題に 

積極的に取り組む姿勢をあらわす 

 

 

先
の
定
例
会
に
お
い
て
提

出
さ
れ
た
補
正
予
算
案
の
主

な
内
容
は
、
住
宅
公
社
貸
付

金
の
計
上
、
区
債
元
金
償
還

金
の
追
加
、
組
織
機
構
改
革

経
費
の
計
上
、
お
よ
び
港
南

荘
解
体
経
費
の
計
上
で
し
た
。

「
港
南
荘
の
解
体
」
と
は
、

新
し
く
住
宅
を
建
て
る
た
め

に
現
存
す
る
老
朽
化
し
た
施

設
を
解
体
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
私
た
ち
は
、
港
南
荘

の
建
設
に
結
び
つ
く
こ
の
事

業
経
費
の
計
上
に
反
対
の
意

志
を
示
す
た
め
、
補
正
予
算

に
反
対
い
た
し
ま
し
た
。 

 

港
南
荘
計
画
は
、
老
朽
化
し

た
職
員
住
宅
「
港
南
荘
」
の

建
替
え
に
際
し
、
区
民
向
け

住
宅
も
あ
わ
せ
て
整
備
し
よ

う
と
い
う
計
画
で
、
当
初
超

高
層
建
築
の
計
画
だ
っ
た
た

め
、
住
民
の
反
対
運
動
が
起

き
ま
し
た
。
住
民
運
動
で
は
、

超
高
層
に
対
す
る
反
対
の
み

な
ら
ず
、
税
配
分
の
公
平
性

も
問
題
に
な
り
ま
し
た
。 

 

「
み
な
と
か
が
や
き
」
は
、

結
成
以
来
こ
れ
ま
で
、
港
区

の
定
住
化
施
策
の
う
ち
、
区

民
住
宅
等
を
建
設
し
供
給
す

る
こ
と
に
は
強
く
反
対
し
て

き
ま
し
た
。
本
来
的
な
定
住

化
施
策
は
、
区
の
事
業
全
般

に
わ
た
り
魅
力
あ
る
施
策
を

推
進
す
る
こ
と
が
筋
で
あ
り
、

一
部
特
定
の
方
々
に
大
き
な

利
益
が
生
じ
る
住
宅
の
建

設
・
供
給
は
、
税
負
担
の
公

平
性
の
観
点
か
ら
不
適
当
で

あ
る
と
主
張
し
て
参
り
ま
し

た
。
ま
た
、
直
接
的
住
宅
供

給
に
代
わ
る
定
住
化
施
策
の

一
つ
と
し
て
、
空
地
等
に
森

や
原
っ
ぱ
を
つ
く
っ
て
い
く

べ
き
と
の
提
案
も
し
て
参
り

ま
し
た
。 

 

し
た
が
っ
て
、
み
な
と
か
が

や
き
は
、
区
の
直
接
的
な
住

宅
建
設
・
供
給
に
関
わ
る
「
港

南
荘
」
建
設
に
つ
な
が
る
経

費
を
含
む
補
正
予
算
に
反
対

し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
こ
の
問
題
に
関

し
て
は
、
一
貫
し
た
行
動
と

決
断
を
し
て
参
る
決
意
で
す
。 

   

第
四
回
定
例
会
で
は
、
去
る

十
二
月
に
開
催
さ
れ
た
「
地

球
温
暖
化
防
止
京
都
会
議
」

に
関
す
る
意
見
書
を
、
内
閣

総
理
大
臣･

外
務
大
臣･

環
境

庁
長
官
に
宛
て
て
提
出
し
ま

し
た
。 

 

内
容
は
以
下
の
通
り
で
す

が
、
こ
れ
は
、
み
な
と
か
が

や
き
が
委
員
長
（
小
斉
太
郎
）

を
出
し
て
い
る
「
交
通･

環
境

対
策
特
別
委
員
会
」
に
よ
っ

て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。
都

市
の
ゴ
ミ
問
題
や
リ
サ
イ
ク

ル
問
題
、
ま
た
ダ
イ
オ
キ
シ

ン
の
問
題
な
ど
地
球
環
境
に

関
わ
る
問
題
に
つ
い
て
議

論･

審
議
を
し
て
い
る
委
員

会
と
し
て
、
一
定
の
役
割
を

果
た
せ
た
も
の
と
考
え
て
い

ま
す
。 

 

み
な
と
か
が
や
き
と
し
て

も
、
区
政
を
考
え
る
と
き
、

常
に
地
球
環
境
を
重
要
な
フ

ァ
ク
タ
ー
と
し
て
捉
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
心
を
新
た

に
い
た
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
意
見
書
の
採
決
は
定

例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
行

な
う
こ
と
が
慣
例
に
な
っ
て

い
ま
す
が
、
京
都
会
議
の
開

会
日
に
間
に
合
う
よ
う
に
と

の
私
た
ち
の
主
張
に
よ
り
、

定
例
会
初
日
の
冒
頭
に
諮
ら

れ
ま
し
た
。 
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第
四
回
定
例
会
は
、
去
る
十
一
月
二
十
日
か
ら
十
二
月

九
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。
区
長
・
教
育
長
に
対
す
る

一
般
質
問
の
後
、
区
長
よ
り
提
出
さ
れ
た
「
港
区
立
障

害
者
住
宅
条
例
」
ほ
か
議
案
二
十
四
件
に
つ
い
て
審
議

を
行
な
い
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
区
民
の
方
々
か
ら
出
さ

れ
た
請
願
に
つ
い
て
も
あ
わ
せ
て
審
議
い
た
し
ま
し

た
。
ま
た
、
平
成
八
年
度
の
一
般
会
計
・
国
民
健
康
保

険
事
業
会
計
・
老
人
保
健
医
療
会
計
の
決
算
三
案
は
、

議
員
全
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、
審
議
を
行

な
い
ま
し
た
。 

 
み
な
と
か
が
や
き
が
一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
主
な

テ
ー
マ
に
つ
い
て
は
一
面
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

議
案
は
す
べ
て
可
決
し
、
決
算
は
認
定
さ
れ
ま
し
た

が
、
み
な
と
か
が
や
き
は
補
正
予
算
に
つ
い
て
反
対
を

い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
当
紙
面
を
お

読
み
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
ほ
か
、
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ご
連
絡
頂
け
れ

ば
、
直
接
ご
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。 

区
民
向
け
住
宅
・
職
員
住
宅
「
港
南
荘
」
は
本
当
に
必
要
か
？ 

平
成
九
年
度
港
区
一
般
会
計 

補
正
予
算
（
第
三
号
）
に
反
対 

「
区
に
よ
る
直
接
的
な
住
宅
供
給
は
や
め
る
べ
き
」
と
の
主
張
を
貫
く 

かがやきコラム 

「常識」って何だろう？ 

まず、簡単なテストをしてみてください。 

1. 自然を大事にするべきだ。 
2. コネやカネでなく実力で評価される社会がよい。 
3. 女性の社会進出に賛成だ。 
4. こどもはのびのびと育てたい。 
5. 一人の人間の生命は地球より重い。 
6. 家庭での生活を大切にしたい。 

いかがでしょうか。全部○ですか。 

今の世の中で、この中のいずれかに×をつけるということは、少しひねくれていない

とできないのかもしれません。しかし、全部に○をつけて何か落ち着かないものを感

じませんでしたか。ためらいなく元気に○をつけた方は、少し立ち止まって考えてみ

てください。 
これらの意見は、あなた自身から出てきたものですか。 
私たちは、何かを聞かれたとき、必ず自分の意見があるべきだと思っています。け

れども、時間も能力も経験も有限である私たちが、社会の問題すべてに自分の考え

と態度を持つことなど不可能ではないでしょうか。何にでも自分の意見があるという

ことは、実は、本当の「自分の考え」は何もないということかもしれないのです。 
「常識」が過去の経験の総括であると定義するならば、「常識」こそ疑ってかからな

ければなりません。 
私たちみなとかがやきは、今回の決算特別委員会において、都区財政調整の納付

金*が生じたとしても、それは特別区制度改革を区民のみなさんにご理解いただくた

めの広報費と考えてみればよいという大胆な提言を行ないました。過去の慣習、慣

行にとらわれない自由な発想こそが、今の政治に求められているものと自覚してい

ます。 
このコラムに対するみなさまのご意見をぜひお聞かせください。 

（担当：湯原信一） 
*納付金とは、区の財政状況を東京都のつくる計算式にあてはめ、豊かであると判断さ

れた場合に東京都に納めるお金のこと。納付金を生じさせないために、無理にハコもの

などをつくり、支出を増やしていたという過去の経緯もある。 

地球温暖化防止京都会議に関する意見書（一部抜粋） 
気候変動に関する政府間パネル（ＩＰＣＣ）の１９９５年（平成７年）の評価報告によると、二酸化炭素

やメタンガス等の「温室効果ガス」が現在の増加率で増え続けた場合、地表付近の大気の平均気

温は２１世紀末までに約２度上昇し、海面水位は約５０センチメートル上昇することが予測されてい

ます。平成９年版環境白書においても、地球温暖化に伴い、人類の生活環境や生物の生息環境に

広範で深刻な影響が生じるおそれがあるとしています。 
温室効果ガスの排出を抑制し、地球温暖化を防ぐことを目指し、本年１２月「気候変動に関する国

際連合枠組条約第３回締約国会議（地球温暖化防止京都会議）」が京都において開催されます。

わが国は議長国として「２００８年から２０１２年までの間に温室効果ガスの基準削減率を１９９０年

の排出量の５パーセントとする」という削減案を示しました。しかし、各国の事情に応じて、国民一人

当たりの排出量・国内総生産（ＧＤＰ）当たりの排出量・人口増加率のいずれかにより削減率を緩和

する、いわゆる「差異化」を導入することも検討されております。また、基準削減率５パーセントの地

球温暖化に対する効果、削減案の決定過程などの問題点も指摘されております。 
地球温暖化防止に向けてわが国がリーダーシップを発揮するためには、率先して温室効果ガスの

排出量を大きく削減していくことが必要です。さらに、温室効果ガスを吸収する森林の保護やクリー

ンエネルギーの開発・普及を早急に進めていくことも急務です。 
健全で恵み豊かな自然環境を将来世代に受け継いでいくことは、人種・性別を越えた私たち人類

共通の責務であり、願いでもあります。 
よって、港区議会は、人類が地球温暖化防止への重要な第一歩を踏み出すことができるよう、実質

的な温室効果ガスの削減に向けて、わが国が議長国として、責任ある積極的な対応と強力なリー

ダーシップを発揮されるよう、強く要望いたします。 
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